
関東で一番小さな村*において、村民が積極的にボランティアドライバーとして参画する
ことで、持続可能な村づくりと交通手段を確保し、交通空白地での課題を解消

＊島しょを除く、関東運輸局管内で人口が最小

ＮＰＯ法人 小さな村総合研究所 （山梨県丹波山村）

（１）即時対応柔軟な受付対応を柱に
●全国の事例では前日予約が一般的だが村民タクシーでは可能な限り即時対
応を行っている。

（２）柔軟な受付対応を柱に
●できるだけ決まり事を少なくし利用者の立場にたち時間外など可能な限り対応。

２．創意工夫

（１）55名の村民ボランティアドライバー
●60代のシニア世代を主としつつも、地域おこし協力隊や集落支援員など多様
なドライバーによる地域課題を自分事としての活動。

（２）5つの地区からの受付スタッフ
●奥秋、丹波（中宿・下宿）、高尾、鴨沢と５つの異なる地区の事情に詳しい
ドライバーを受付スタッフに採用し情報交換。

１．多様な主体の実質的参画

３．自立性・継続性
（１）新規ドライバーの団体講習
●村外への転居など、ドライバーが減少することもあるため、主に新規移住者に
向けた、村内での団体講習を1年に一度開催。

（２）チラシなどの村内配布
●新規移住者への理解促進、高齢者への利用促進などのため、数年に一度、
全戸へチラシ配布を実施。

（取組の概要）

電話受付を行う5人のシニアスタッフと自家用車 村内で全戸配布されたチラシ


